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論 文
内
容 要
旨
 発育後期における近視の増加は近年著しいものがあり児童生徒の健康管理上からも等閑視する
 ことが出来ない。近視発生の原因については近業の影響を重要祝する諸説と遺伝的関係を重要視
 するものとがある。近視は我が国では今次大戦前は増加の傾向を示していたが終戦後激減し,昭和
 24.5年頃より又次第に増加の傾向を示して今日に及んでいる。これを学校保健統計報告書で見
しも
 ると,昭利25年と同40年度の比較に冷いて小学校児童はa50%から42.09%へ,中学校
 生徒は&22%から24.96%へ,高等学校では42.09%から56.46%へそれぞれ高率の増
 加を示している。この様な急激な近視の増那は単純な遺伝では説明がつかず,どうしても種々の
 後天的原因がこ、に関与してくることを否定し得ない。
 本調査研究に拾いては学校生活の始めに時期で未だ学習という近業の影響の著しくたい小学校
 1学年と,義務教育を終え高校進学のための受験勉強の最も著しい中学校第ろ学年,および両者
 の中間の時期としての小学校第5学年を選び,漁村・農村・都市の5地域について発育期におけ
 る屈折異常ことに近視の発現に疫学的接近を試みた。
 検査は宮城県三陸沿津の純漁村地取にある小学校ヰ4校,中学校8校,仙北地方の純農村地蔵
 の小学校嘆5校,中学校7校,仙台市内小学校2校,中学校1校合計45校について行った。検
 査眼総数は14504眼である。各眼についてレンズ交換法CDonaers法)たる直覧検査によ
 って屈折状態を検した。小学1年にはランドセル穰を,小学5年及び中学5年には石原式萬国試
 視力表を視標として用いた。
 裸眼視力のピークは既に小学1年で1.0以上であり,以前一部で云われていた様な不規則な形
 をなしていない。小学校5年,中学校5年では全ての地取で男女共1.5にピークを示し全体の60
 ～ア0%を占める。そしてその残りの大半を近視が占め,器質的疾患は残りの小部分を占めるに
 すぎない。
 小学校1年男子の近視率は,都市954士1.13%,農村乙57士0.96喝,漁村6.24±
 te1%であう'都市と農村間,都市と漁村間では有意髭が認められたが農漁村闘でに有意差はな
 かった。女子にお・いては漁村,・甜布,農村の順にそれぞれ8.97土1.22%,8.85±洗,14%,
 a15±1.04%でありそのいずれの闘にも有意差は認められない。
 小f≠5年生の近視率では男子は都市・農村・漁村の順に多く,それぞれ16.36士1,66%,
 嘆1.60±1.03彰,1α55±1.09%であった。女子に宣いても1口1・1直・位で2&85士1.97%,
 「8・77士1」9%,14・45士4.25%である。錫子で1二〔1部市。農村旧L都11」漁肩・i司ではイ∫意・
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 差が認、められ,女子に於いても5地域のそれぞれの差は有意であった。
 中学5年の近視率はこれらの傾向が一層顕著になり,男子では都市51.80±1.49%,農村
 14.29±1.02%,漁村12.81±1.08%,女子では都市5a80土1.49%,農村14.29士
 1、23%,漁村1927±0.98%であった。都市農村間,都市漁村間では男女とも有意に都市
 に高く,農漁村間では女子についてのみ有意差が認められた。
 男女間における近視率の差は都市の小学1年生を除けばどこの地域においても女子に高い。た
 だし小学1年生では有意差なく,小学5年,中学3年と進むに従い女子の近視率が高い傾向がは
 っきりしてくる。
 近視と体格との関係は,身長・体重・胸囲の絶対値については認められず,これらの測定値か
 ら得られた身体充実指数については,比体重で農村の小学1年男子,比胸囲では都市小学コ年男
 子,Kaup指数では漁村小学1年女子と藤村小学5年女子,ROhrer指数では農村の中学校5
 年男子の5項目についてのみ有意の相関が認められたがPignet指数,Ver▽aeGk指数では
 相関が認められず,前述の一部相関が認められた指数でもその他の地風性,学年各の相関係数
 は有意水準に達せず,しかも順相関,.逆相関が相半ばする成績がえられ総括的に見た場合,近視
 と体格との関係は明瞭ではなかった。
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 審査結果の要旨
 発育期に発現をみる頻度の高い屈折異常として近視がある。近視に関する詳しい国際統副は
 知られていないが,わが国i窃yける青少年期の近視の率は欧米諸国に比較しても高いものとみら
 れる。近魂を中心とした発育期の屈折異常に没学的分析を試みることは近視の原因究明並びにそ
 の予防の緒口を見出す手段となるものと考えられる,
 近視の原図については眼軸延長説と屈折力増強説とがあるが,前者については先天的素因の考
 えられるところがら遺伝的要素が重視され,後者については近業等の環境的影響が重視される。
 第2次大戦後児童生徒の近視事は一時低下をみ・たが,その後再び上昇の傾向を辿っており,時代
 の推移に伴って青少年期近視の増減をみることは環境的影響によるものとみられる。
 著者は就学の初期て未だ学習等の近業の影響の少ない小学校貿学年児童と,高校受験のための
 学習による近業の影響の著しい中学校5学年生徒,およびそれらの中間の時期にある小学校5学
 年児童乞対象として,都市(小学校2,中学校1),農村(小学校ヰ3,中学校7),漁村(小
 学校1五き中学校8)の5地域について屈折異常殊に近視の測定調査を行った。その結果小学校
 弟1学年男子ては都市と農漁村の間に近視率の有意産が認められ都市に大であった。第5学年男
 子についても都市と農漁村の闘に有意差が認められた。第1学年女子についてはこれらの集団の
 間に有意差は認められなかったが,第5学年女子では都市・農村・漁村の尚にそれぞれ有意差が
 あり,近視牽は都市〉農村>漁村の順であった。中事{交5年生では男女とも都市と農漁村との間
 に有意差が認められ,農漁村同の差は女子についてのみ認められた。(農村>漁村)。
 男女間では概して男子より女子に近視牽の高い傾向か認められた。た寒し小学校1学年生では
 男女勘に有意差はなく,小学校5年・中尊鍍5年と学年の進むに従い女子の近視牽の高い顔向か
 顕著'になっている。
 身長・体重・胸囲およびこれらの身体削測位からえられるQαeteBt,Kaup,RO亘rer,
 BrUgSch,Pignet,Vervaeck等の体型指数と近視との薗に明瞭な相関々係は認められ
 なかった。
 以上本論文は発育期に如ける近視を中心とした屈折異常の発現が都市・農漁r甘の地域1てよって
 異ることを明ら力斗てしたも・Z)であり,
 よって学位授・与に値するものと認められる。
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